１-３　岡崎市の沿革

　岡崎市は、比較的温暖な気候と清流に恵まれ、丘陵地には旧石器時代から人々が住み始めたことが数多くの遺跡や出土品で明らかになっている。7世紀後半には、古墳に変わって氏寺が豪族によって建立されるようになり、市西北部の矢作川右岸台地に大寺が建立され、現在も北野廃寺跡として国指定史跡となっている。この廃寺跡は大阪の四天王寺式の遺構を残す物部氏の氏寺といわれ、白鳳時代の大寺で当時は相当高い文化社会を形成していたことがうかがわれる。中世になると、鎌倉街道矢作東宿として、また、足利氏が建立した総持尼寺の門前町として次第に集落が整った。岡崎が飛躍的に発展したのは、室町中期における享徳元年（1452年）西郷弾正左衛門稠頼の岡崎城築城から大永4年（1524年）松平清康の入城の頃といわれている。

　徳川家康は、松平清康の孫として岡崎城で生まれた。幼少の頃の苦難な時代を切り抜けた家康は、その勢力範囲の拡大とともに浜松城に移り、岡崎は城代によって治められた。天正18年（1590年）家康の江戸入府後は、豊臣秀吉の家臣、田中吉政が城主となり、城域や城下および寺領を整備し城下町としての町並みを整えた。以後代々徳川譜代の大名が城主となり城下町として、また、東海道五十三次の宿場町、そして多くの寺院の門前町として大きく飛躍した。

　明治になり廃藩置県によって岡崎藩は岡崎県となり、明治4年（1871年）岡崎県・西尾県・刈谷県など10県が合併し額田県となり県庁を岡崎城内に置き、翌明治5年名古屋県と額田県が合併して愛知県となった。明治11年の郡区町村制法により、旧岡崎藩は額田郡に属し岡崎康生町に郡役所が置かれ、明治22年の町村制施行により岡崎町が誕生した。この頃から、水力（水車）による綿紡績（ガラ紡）が盛んになり男川村（現在の大平町）には官営紡績所が設置されるなど、岡崎の産業革命時代として大いに繁栄した。以後、順次隣接町を合併し、大正5年7月1日に面積19.68ｋ㎡、人口37,639人で市制を施行し､西三河の教育､文化､金融､産業､交通等の中心地として発展を続けた。

　昭和20年7月戦災を受け、一夜で市街地の大半を焼失するかつてない大被害を受けた。しかし、焦土の中から鋭意復興に努め、近代都市岡崎に生まれ変わった。市域も昭和30年に隣接9カ町村を､昭和37年には六ツ美町を合併し、面積は226.97k㎡となり、市制施行当時の11倍の広さとなった。平成15年4月には中核市へ移行し、また人口も9月には35万人を超え、平成18年1月額田町と合併し、西三河の中心都市から全国の主要都市への仲間入りを果たした。市内には輸送機器、電気機器、一般機械産業、化学、繊維工業等の近代工業と並び花火、石製品、味噌、仏壇等の伝統産業があり、農工商とも調和のとれた都市となっている。また、古い歴史に育まれ多くの文化財と伝統ある学術・芸術など文化の香り高い土地柄に「人が輝く、活気に満ちた、美しい都市　岡崎」を目指し弛まぬ努力を続けている。






















































































































































